
理解を深める手伝いをする場所です。病気や治療に関す
る解説や食事療法、栄養、検査、薬などに関する本、約
870冊を所蔵しています。
　資料は図書室内でのみ閲覧できますが、当院に入院中
の患者には１冊２日間の貸し出しを行っています。
場所／１号館と２号館の１階連絡通路
開室時間／午後１時〜３時（土・日曜日、祝日、年末年
始を除く）

https://www.hospital.asahi.chiba.jp/

問旭中央病院（☎63-8111・代表）

 
　
�
積極的に進めています�
障害がある人の採用

　当院では多くの障害者が、自身の個性や長所を生かし、
幅広い部署で活躍しています。
　「患者の役に立ちたい」「地域のために貢献したい」とい
う前向きな思いを持っている人は応募してみませんか。
勤務時間の調整や通院との両立などもできます。くわし
くは総務人事課に問い合わせてください。
※募集要項は病院のホームページで確認でき

ます。

 
　
�
患者図書室「ほすぴたるひろば-みんなの�
医療情報ＡからＺまで-」を活用してください

　患者図書室は、病気や治療法などについて学び、調べ、

　家庭にある薬はどうやって保管していますか。救急
箱に入れたり、決められた引き出しにしまったりして
いると思います。薬を有効かつ安全に使用するために
は、保管方法に注意する必要があります。
　薬の苦手なものは温度・湿度・光なので、高温・多
湿・直射日光の三点を避けることが保管の基本です。
とりあえずなんでも冷蔵庫で保管することは、あまり
おすすめできません。家庭用冷蔵庫は開閉が頻繁に行
われるので、結露が起きる可能性があります。結露が
発生して薬品が湿気を帯びると、成分が溶解してしま
うなどの悪影響を及ぼします。
　一般的に医薬品の管理温度は１〜30℃ですが、15
〜25℃が理想的な温度です。家庭内では暖房機のそ
ばや台所、車の中などの特殊な場所を避ければ、どこ
で保管しても大丈夫です。
　子どもの熱さまし坐剤や、インスリン製剤などの冷
所保存品は、冷蔵庫内で保管しましょう。水剤も冷所

保存が基本になりますが、目薬や軟こうなどは特別な
指示がない場合、室温保存です。適正な温度で管理し
ないと、成分が変化し、使用した時に刺激を感じる場
合があります。
　今回は薬の一般的な保管方法について紹介しました
が、薬によってそれぞれ保管方法が異なるので、保管
方法が分からないときは、かかりつけの薬剤師に相談
しましょう。

【旭匝瑳薬剤師会】

健康ひろば

健康ワンポイントアドバイス
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薬を正しく保管しましょう

患者図書室
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